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衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
土
地
収
用
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

建
設
省
に
お
い
て
は
、
現
在
、
御
指
摘
の
土
地
収
用
制
度
調
査
研
究
会
（
以
下
「
研
究
会
」
と
い
う
。
）
に
現
行
の
土
地

収
用
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
成
果
も
踏
ま
え
、
現
行
制
度
の
改
正

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
国
会
に
法
律
案
を
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

内
閣
は
、
行
政
府
と
し
て
、
政
策
の
立
案
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
国
会
に
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
っ
て
、
土
地
収
用
制
度
に
係
る
政
策
の
立
案
等
を
行
う
こ
と
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
法
律
、
環
境
、
都
市
計
画
、
行
政
等
の
多
様
な
分
野
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
研
究
会
の

委
員
か
ら
広
く
土
地
収
用
制
度
に
関
す
る
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
建
設
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
研
究
会
の
議
事
要

旨
を
掲
載
し
、
広
く
国
民
か
ら
土
地
収
用
制
度
に
関
す
る
意
見
や
提
言
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
、
研
究
会
の
報
告
書
骨
子
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
段
階
で
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
す

る
国
民
の
意
見
を
求
め
る
等
に
よ
り
、
国
民
の
意
見
の
把
握
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

一



一
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

建
設
省
建
設
経
済
局
の
所
掌
事
務
の
範
囲
を
超
え
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
局
に
お
い
て
、
整
理
の
上
、
同
省
の
関
係
部

局
や
関
係
省
庁
に
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
提
起
さ
れ
た
問
題
が
他
の
関
係
部
局
や
関
係
省
庁
に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
当

該
関
係
部
局
等
に
連
絡
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

研
究
会
の
委
員
へ
の
就
任
を
お
願
い
す
る
際
に
、
研
究
会
の
目
的
は
土
地
収
用
制
度
の
問
題
点
の
調
査
研
究
で
あ
る
旨
の

説
明
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
第
一
回
の
研
究
会
の
冒
頭
に
お
い
て
も
、
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
説

明
は
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
を
め
ぐ
る
議
論
が
中
心
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
議
論
を
排
除
す
る
こ
と
ま
で
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

新
東
京
国
際
空
港
第
一
期
建
設
事
業
は
、
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十

二



号
）
の
適
用
を
受
け
た
が
、
新
東
京
国
際
空
港
第
一
期
建
設
事
業
を
含
む
新
東
京
国
際
空
港
建
設
事
業
全
体
は
、
土
地
収
用

法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
十
六
日
に
建
設
大
臣
の
事
業
認
定
を
受
け
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

土
地
収
用
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
開
催
前
に
お
い
て
、
厚
生
省
、
東
京
都
及
び
長
野
県
か
ら
建
設
省
に
対
し
て

要
望
が
あ
っ
た
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
各
都
道
府
県
、
起
業
者
、
環
境
団
体
、
民
間
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
、
経
済

関
係
団
体
等
の
百
十
の
団
体
を
対
象
に
、
文
書
に
よ
り
、
土
地
収
用
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
て
い
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

第
一
回
研
究
会
に
お
い
て
、
土
地
収
用
制
度
を
め
ぐ
る
過
去
の
経
緯
か
ら
警
備
上
の
問
題
が
あ
る
た
め
委
員
名
を
非
公
開

と
し
た
い
旨
の
説
明
を
行
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
各
委
員
の
了
解
を
得
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
会
議
自
体
も
非
公
開
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

三



研
究
会
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
事
実
は
な
い
。

四
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

第
一
回
研
究
会
及
び
第
二
回
研
究
会
に
お
い
て
、
事
業
計
画
の
段
階
に
お
け
る
住
民
参
加
や
情
報
公
開
の
重
要
性
等
に
関

す
る
意
見
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
建
設
経
済
局
に
お
い
て
、
整
理
の
上
、
関

係
省
庁
等
で
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
当
該
関
係
省
庁
等
に
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四


